
 

 

 
 

「地域に学ぶトライやる・ウィーク」  Challenge ＆ Communication 

４月の全校集会で、２年生の今年度の目標を「２C：Challenge ＆ Communication」にしようと話しま

した。「トライやる・ウィーク」をはじめとする体験活動や日々の教育活動において、「Challenge（挑戦）」の

気持ちを大切にしてほしいこと、また多様な人との「Communication（疎通・交流）」を通して、豊かな人間

関係を築いてほしいことを伝えました。そして、その「２C」を実行する最初の場が、６月２日（月）からの「トライ

やる・ウィーク」でした。２年生６１名が２４の事業所に分かれ、すばらしい挑戦＆交流をしてくれました。体調不

良や怪我で数日欠席した生徒もありましたが、６１名全員が活動に参加し、事業所スタッフの皆さんや指導ボ

ランティアの方、利用者の方々と楽しく交流することができました。 

異なる世代の皆様とのコミュニケーションを通して多様な職業観にふれられる点、また実社会で働く体験

を通して、自分の適性や進路、将来の夢や職業について見つめ直すことができる点、これが「トライやる・ウィ

ーク」の魅力でもあります。貴重な学びの場を提供してくださった事業所の皆様に、改めて感謝申し上げます。

これからも子ども達の成長のためにどうぞお力添えください。 
               

   ○時間を守ることを意識したい。 

   ○大きな声で挨拶したり、話をしっかり聞いたりしたい。 

   ○責任をもって自分の役割を果たしたい。 

   ○積極的に行動したり、行動の意味を考えたりしたい。 

   ○園の子どもたちにとって楽しい一日になるように活動したい。 

   ○思いやりをもって精一杯の対応をしたい。 

   ○笑顔で活動したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

活動中、事業所の皆さんから「明るく頑張ってくれていますよ。」「はりきっています。」等のお褒めの言葉を

いただきました。中学生の子ども達を温かく迎えてくださり、感謝の思いでいっぱいです。このご縁を今回限り

とせず、今後も「地域貢献」という形で発展・充実させていきたいと考えています。 

☆★トライやる・ウィーク報告会を、７月１１日（金）の午後に開催します。皆さんどうぞお越しください。 
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６月５日（木）～７日（土） 
  

今年の修学旅行２日目はバスを利用せず、①両国駅から上野駅まで、②上野駅から舞浜駅まで、それぞ

れ電車で移動するという計画でしたので、引率する教職員は緊張の連続でした。電車の乗り降りのしかた

やホームに取り残された時の対応、電車内でトラブルに遭わないための留意点等を何度も説明し、繰り返

し行動練習を行いました。教職員の中には、初めて山手線や総武線を利用する人もいましたので、出発直

前まで何度も打合せをしたり、写真やマップをもとに繰り返しイメージトレーニングをしたりしました。 

その成果もあり、１２人１組での電車移動はもちろん、上野公園内やディズニー 

ランド内での班別行動も安全に終えることができました。真夏のような暑さが続 

き、班別行動中に体調を崩す生徒もありましたが、協力し合って先生を呼びに行 

ったり、施設内の救護室を利用したりしながら休息をとり、ピンチを乗り切ってく 

れました。幸い、ホテルに戻る頃には全員元気を取り戻し、海辺のおしゃれなホテ 

ルで東京最後の夜を楽しむことができました。 

ミュージカル「アラジン」を鑑賞し、歌やダンスの素晴らしさに感動したこと、スカイツリーや浅草寺など

の名所、国会議事堂を見学し、外国人の多さや建築物の構造に驚いたことなど、たくさんの思い出ととも

に帰校した２泊３日の修学旅行でした。（修学旅行中の様子は、本校のHPでも紹介しています。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■火災を想定した避難訓練(6/19)     ■“ひまわりの絆プロジェクト”(6/19) 

                                      生徒会が今年も「命」のバトンをつなぎます!  

 

 

Who am I ？ 
re you? 


